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◆関連ホールイベント◆関連ホールイベント

　“心の灯”　“心の灯”
●2016.3.5（土）　14:00～●2016.3.5（土）　14:00～
●ピアノ：高橋在也●ピアノ：高橋在也
●入場無料／文学館３階ホール●入場無料／文学館３階ホール
●定員100名（当日先着）●定員100名（当日先着）
繊細な旋律を奏でる高橋在也の繊細な旋律を奏でる高橋在也の
詩と音楽のコラボレーション詩と音楽のコラボレーション

萩原朔太郎著「阿帯」
随筆集。震災後東京へ親戚を見
舞いに向かったことが書かれ
ている「人間と歩行」収載

田山花袋著「東京震災記」

■詩人たちの想い－詩に詠う３.11心の声■詩人たちの想い－詩に詠う３.11心の声
伊藤比呂美　「料理する、詩をかく」伊藤比呂美　「料理する、詩をかく」
三角みづ紀　「音紋」三角みづ紀　「音紋」
和 合 亮 一　「廃炉詩篇」和 合 亮 一　「廃炉詩篇」

■詞（ことば）と描と気づき■詞（ことば）と描と気づき
孔版画家・詩人の森田睦が詩と画で問いかけ孔版画家・詩人の森田睦が詩と画で問いかけ
語りかける魂の叫び語りかける魂の叫び

■現場からの鼓動－記録資料等紹介■現場からの鼓動－記録資料等紹介
1923（大正12）年９月１日11時58分1923（大正12）年９月１日11時58分
　　関東大震災　　関東大震災
1995（平成７）年１月17日５時46分1995（平成７）年１月17日５時46分
　　阪神淡路大震災　　阪神淡路大震災
2011（平成23）年３月11日14時46分2011（平成23）年３月11日14時46分
　　東日本大震災　　東日本大震災

■作家が記す関東大震災関連ルポ、日記、ほか■作家が記す関東大震災関連ルポ、日記、ほか
震災関連資料紹介震災関連資料紹介

発泡スチロール版画　森田睦「兎」

「大正大震災大火災」
与謝野晶子の短歌「天變動く」、
幸田露伴の「震災者に贈る言葉」
ほか収載 2016.2016.2.272.27（土）～（土）～3.213.21（月）（月）

■会場：前橋文学館３階オープンギャラリー
■観覧時間：9:00～17:00（金曜日は20:00まで）
■観覧無料
■休 館 日：毎週水曜日

■主催：萩原朔太郎記念 水と緑と詩のまち前橋文学館

■問い合わせ先：水と緑と詩のまち前橋文学館　〒371-0022 前橋市千代田町三丁目12-10　☎027（235）8011　※裏面に案内地図掲載

全国文学館協議会共同展示 3.11文学館からのメッセージ ～ 前橋文学館企画展
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《交通のご案内》
●関越自動車道をご利用の場合
　※ 関越自動車道前橋ICから車で

約15分
　注： 専用駐車場はございませんの

で、周辺駐車場（有料）をご利
用ください。

前橋文学館ご案内マップ 〒371-0022 前橋市千代田町三丁目12－10
 ☎027－235－8011

　我国は有史以来、毎年各地を襲う天災地変による災害を体験してき
ました。2014年９月27日御嶽山（おんたけさん）（長野・岐阜県）が
水蒸気爆発をし、59名の方が死亡し、４名の方が行方不明になって
います。火山噴火による戦後最悪の被害となりました。
　2015年５月29日口之永部島（くちのえらぶじま）の新岳（しんだけ）
が火を噴き、住民は島を離れることを余儀なくされています。９月１日
桜島、９月14日阿蘇中岳が噴火をし、入山規制となっています。
　 また、９月10日関東・東北を襲った豪雨で鬼怒川の堤防が決壊し、
濁流は住宅街へ流れ込み多大な被害をもたらしました。日本列島は相
変らず災害列島と言わざるを得ません。
　この全国文学館協議会の共同展示は、2011年３月11日の東日本大
震災を契機に開催されました。死者に対する鎮魂と被災者への慰謝
を願う心から、当時の会長中村稔氏の提案に賛同した文学館が2013
年３月、一斉に展示を始めました。
　東日本大震災は、地震・津浪という自然災害に加えて、原子力発電

施設のメルトダウンによる放射能汚染が深刻な影響を多方面に与えて
います。放射能の除染の効果も上がらず、汚染水の処理も未だにコン
トロールできずにいます。
　県外に今なお50,000余の人が避難しており、「帰還困難区域」や
「居住制限区域」が残っているため、ふるさとに帰還できずにいます。
仮設住宅に今も68,000人が暮らしています。
　過酷な体験は、記憶から消し去ろうとします。そうでなくても記憶
は時間に洗われ変容し、忘却されていきます。
　多くの表現者が大震災を直視し、多彩な表現を紡ぎ出してきました。
それらの表現を収集し、展示し、保存していくことも文学館の責務で
あると考えます。
　ここに全国文学館協議会の各館は、この未曾有の大災害を直視し、
記憶に止め、死者たちへの鎮魂と哀悼、被災者への慰謝とコミュニティ
の復興を願って、共同展示を開催いたします。

2016年１月　全国文学館協議会 会長　山崎一穎　

全国文学館共同展示について

《ご案内マップ》

●JRをご利用の場合
※JR両毛線前橋駅北口から徒歩約15分
※JR前橋駅北口③番乗り場から上毛電鉄中央前橋駅間のシャトルバスをご利用の方
　上毛電鉄中央前橋駅から広瀬川沿いに徒歩約５分
※前橋駅からバスをご利用の方…城東町二丁目下車（徒歩約２分）
　　　　　　　　◆JR前橋駅北口⑥番乗り場
　　　　　　　　・富士見温泉行（関越交通）
　　　　　　　　・富士見温泉行（日本中央バス）
　　　　　　　　・富士見公民館行（日本中央バス）
　　　　　　　　・荻窪公園行（永井バス）
　　　　　　　　・嶺公園行（永井バス）


